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早稲田大学 政治経済学部 世界史 解答例 

 
 

Ⅰ Ａ １．ハ  ２．ホ  ３．ホ  ４．ハ  ５．ニ  ６．ハ 

  Ｂ ａ 自治・独立   ｂ 国産品愛用 

Ⅱ Ａ １．ニ  ２．ロ  ３．ハ 

  Ｂ １「湖広熟すれば天下足る」  

    ２．太平天国 

    ３．３年連続の自然災害※ 

Ⅲ Ａ １．ロ  ２．イ  ３．ハ・ホ     ４．ホ  ５．ホ 

    ６．ハ  ７．ニ  ８．ロ・ハ 

  Ｂ １．ナスル朝    ２．バルフォア宣言  

    ３．アレクサンドリア          ４．ドイツ 

Ⅳ Ａ １．ハ・ホ     ２．イ・ロ     ３．ロ・ホ   ４．ロ・ホ 

  Ｂ １．フランソワ１世           ２．スレイマン１世 

    ３．自然国境              ４．シェイエス        

Ⅴ Ａ １．ホ       ２．ハ・ニ     ３．ハ 

    ４．ロ       ５．イ・ホ     ６．ロ・ニ 

  Ｂ １．水晶宮(クリスタルパレス) 

    ２．ジョージ３世  ３．飛び杼     ４．ボナパルティズム 

Ⅵ Ａ １．ロ  ２．イ  ３．ニ  ４．ホ  ５．ニ 

  Ｂ ａ．世界政策    ｂ．ラテラン条約   

    ｃ．社会革命党   ｄ．ペレストロイカ 

 

※「人口減少を引き起こした、「大躍進」以外のもう一つの要因」……1958 年に始まった

大躍進(第二次五ヵ年計画に該当)の結果、1500 万とも 2000 万とも言われる餓死者が発生

した。当時、中国政府は「３年連続の自然災害」が主因でさらにソ連の技術者引き上げが

事態をさらに悪化させたと主張し、日本でもその説がそのまま教科書に採用された。しか

し、最近では人民公社に象徴される無謀な集団化(今年度一文のⅥの史料問題参照)が原因

で自然災害というのはほとんど言われなくなっており、もちろん教科書からもそういった

記述は消滅している。本来、この設問は「当時の中国当局は人口減少の主因をどのように

説明していたか」とあるべきだが、当の中国政府が現在否定していることをいまさら受験

生に問うのはいかがなものか。模範解答は 10 年前の『用語集』を参考に記述した。 

 


